
1961年（昭和36年） 「オートアナライザー研究会」創設

1965年（昭和40年） 「臨床化学自動分析研究会」と改称

1969年（昭和44年） 「臨床検査自動化研究会」(樫田　良精、世話人)と改称

第1回大会（東京大学樫田良精教授/番町共済会館）

1973年（昭和48年） 茂手木　皓喜、世話人（後の初代会長）

1976年（昭和51年） 日本臨床検査自動化研究会会誌第1号　発刊

1980年（昭和55年） 「分析機器とコンピュータのインターフェイス標準指針について（第1報）」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（インターフェイス検討委員会）

1981年（昭和56年） 日本臨床検査自動化学会（JSCLA)と改称

日本臨床検査自動化学会会誌第1号　発刊

1987年（昭和62年） 第1回春季セミナー（岩手医科大学伊藤忠一教授/盛岡）

2000年（平成12年） 第2代会長　中井　利昭

第1回科学技術セミナー、第1回遺伝子・プロテオミクス技術セミナー開催

第1回POC推進委員会技術セミナー開催

2006年（平成18年） 第1回チーム医療実践セミナー開催

2011年（平成23年） 第1回血液検査機器技術セミナー開催

一般社団法人

2013年（平成25年） 「一般社団法人日本臨床検査自動化学会」発足

初代理事長　杉浦　哲朗

第2代理事長　渡邊　直樹

2015年（平成27年） 第3代理事長　康　東天

2018年（平成30年） 第50回大会開催（神戸国際会議場）

第1回微生物検査・感染症セミナー開催

2019年（平成31年/令和1年） 「日本臨床検査自動化学会50周年記念誌」発刊

第4代理事長　萱場　広之

第1回医療情報セミナー開催

2020年（令和2年） 「一般社団法人日本医療検査科学会」へ改称

学会誌名を「医療検査と自動化」に改称

第1回生理検査セミナー開催

国際セミナー開催（国際交流委員会主催）

2021年（令和3年） 第5代理事長　和田　隆志

2023年（令和5年） 第6代理事長　髙橋　聡

第1回一般検査セミナー開催

日本医療検査科学会（旧日本臨床検査自動化学会）の歩み

臨床検査自動化研究会

臨床化学自動分析研究会

オートアナライザー研究会

日本臨床検査自動化学会

一般社団法人日本医療検査科学会

一般社団法人日本臨床検査自動化学会
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